
200m

N

0

1000世帯
100世帯

500世帯

世帯数凡例

接続世帯

未接続世帯

61.7%
38.3%

泡瀬第一雨水幹線

接続世帯

85.3%

14.7%

泡瀬3丁目、4丁目側溝

未接続世帯

接続世帯

未接続世帯

14.5%

85.5%

比屋根第一雨水幹線

図1-2 水質調査結果（降水時）及び下水道接続状況（分水嶺毎）

泡瀬第一

雨水幹線

全世帯数

　接続世帯数 663 435 71 917 2,086

接続率

合　計
比屋根第一

雨水幹線

泡瀬3丁目、

4丁目側溝

比屋根第二

雨水幹線

1,074

61.7

510

85.3

490

14.5

1451

63.2

3,525

50.9

未接続率 38.3 14.7 85.5 36.8 49.1

未接続世帯数 435 74 402 509 1,681

合併浄化槽 6 1 17 25 49

※下水道接続世帯数は、沖縄市下水道課の資料（平成17年1月現在）を基に作成。

合併浄化槽の設置数については中部保健所申請資料による。

　下水道整備率 100 100 54.4 83.2 84.8

接続世帯

未接続世帯

63.2%

36.8%

比屋根第二雨水幹線

1-8



1-9



1-10



(2)底質調査

①調査項目

1)化学的酸素消費量（COD）

2)粒度組成

3)酸化還元電位（ORP）

②調査時期

平成17年8月22日 干潮時

③調査地点

図1-3に示す泡瀬地区海岸等の４地点（St-N St-P St-Q St-R)

④調査方法

①採泥は、底生生物生息環境及び汚濁物質の堆積が考えられる表層部について

行い、干潮時に底泥表面から10～20ｃｍ程度の深度とした。

②採泥量は１地点に付き約１kg程度としてポリエチレン製容器に採取し、㈱沖

縄環境保全研究所試験室へ搬送した。採泥時には泥温、臭気、色相、ORP等

の現場観測も併せて行った。

また、海域についても干潮時に採泥を行うが、水深のある場所ではエグマ

ンバージ採泥器を用いた。

③泥色判定は 「新版 標準土色帖 （農林水産省農林水産技術会事務局監修）、 」

によるものとした。

【新版 標準土色帖】 【ポータブルORP計（RM-20P）DKK-TOA製】

【エグマンバージ採泥器】 【底質採取状況】

また、分析方法については「改訂版 底質調査方法とその解説（環境庁水質保

全局水質管理課編 」に準拠して行った。）

なお、サンプルはクーラーボックス等に入れて冷蔵し㈱沖縄環境保全研究所

試験室に搬送して分析を行った。分析方法は以下の通りで行った。

分析項目 分析方法

粒度組成 JIS A 1204

COD 昭和63年環水管第127号底質調査法

酸化還元電位 ORP計による直接測定

【底質調査現場野帳】

調査年月日：平成17年 月 日 潮時： 天候：

St-I St-J St-K St-M St-N St-P St-Q St-R

比 屋 根 湿 比 屋 根 湿 比 屋 根 湿 比 屋 根 湿 県 総 合 運 比 屋 根 湿 泡 瀬 第 一 泡 瀬 第 一調査項目
地 南 側 地干潟域 地 ﾏﾝｸﾞﾛｰ 地北 側(陸 動 公 園 前 地 前 面 海 雨 水 幹 線 雨 水 幹 線

（ 運 動 公 ﾌﾞ、 ヨ シ 原 地化域) 湿地 域 前面海域 出口

園 駐 車 場 域

側）

時間

気温(℃)
現

泥温（℃）
場

泥色
観

臭気
測

調査位置(緯

度、経度)

酸化還元電位

分
COD(mg/L)析

項
目

粒度組成

備

考
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⑤調査結果

1)調査結果概要

a.COD

泡瀬海岸域のCODは、砂の堆積により閉鎖的な場所となっているSt-N地点で7.3㎎

/ｇｄｒｙ、比屋根湿地より干潮時に水が流出する前面干潟St-P地点は5.5㎎/ｇｄ

ｒｙであった。

また、干潟へ生活雑排水の流出が見られる泡瀬第一雨水幹線出口St-R地点は3.9

、 、㎎/ｇｄｒｙ 雨水幹線より干潟へ流出する澪筋St-Q地点は0.3㎎/ｇｄｒｙであり

含有された有機物は減少している状況であった。

b.粒度組成

、 、比屋根湿地内の粒度組成は 砂の堆積により閉鎖的な場所となっているSt-N地点

雨水幹線より干潟へ流出する澪筋St-Q地点、干潟へ生活雑排水の流出が見られる泡

瀬第一雨水幹線出口St-R地点は粗砂分（0.850～2㎜ 、中砂分（0.250～0.850㎜ 、） ）

細砂分（0.075～0.250㎜）を主体に構成されており、比屋根湿地より干潮時に水が

流出する前面干潟St-P地点は、中砂分（0.250～0.850㎜ 、細砂分（0.075～0.250）

㎜）を主体に構成されていた。

一方、シルト、粘土分を見ると、St-N地点、St-P地点、St-R地点については、粒

度組成全体に占める割合が12.8～18.8％であり、St-Q地点は他の沿岸域の地点より

少なく2.9％であった。

c.酸化還元電位（ORP）

泡瀬海岸域の酸化還元電位（ORP）は全ての地点でマイナスを示し、St-P地点で

-426ｍVを示し最もマイナスの値が大きかった。

d.考察

泡瀬海岸域の粒度組成は粗砂～細砂を主体に構成されているが、砂の堆積により

閉鎖的な状況となっているSt-N地点や比屋根湿地前面干潟St-P地点、雨水幹線出口

のSt-R地点ではシルト、粘土分も12.8～18.8％含まれていた。

CODは砂の堆積により閉鎖的な状況となっているSt-N地点で7.3㎎/ｇdryと最も高

く、比屋根湿地前面干潟St-P地点では5.5㎎/ｇdryとなっている。

また、生活雑排水の流出が見られるSt-R地点は3.9㎎/ｇdry、干潟へ流出した澪

筋St-Q地点では0.3㎎/ｇdryであり、含有有機分が減少している状況であった。

酸化還元電位（ORP）については全ての地点についてマイナスを示し、St-Qを除

いては硫化水素臭が確認された。

調査年月日：平成17年8月22日 天候：晴れ

潮時：干潮時

県総合運動公園前湿
地

泡瀬第一雨水幹線

Ｓｔ－Ｎ Ｓｔ－Ｐ Ｓｔ－Ｑ Ｓｔ－Ｒ

県総合運動公園前の
湿地

比屋根湿地前面海域
泡瀬第一雨水幹線前
面海域

泡瀬第一雨水幹線出
口

15:30 14:25 14:40 14:30

32.5 35 34 32

暗灰 暗灰 暗オリーブ灰 黒

硫化水素臭 硫化水素臭 なし 硫化水素臭

-403 -426 -237 -362

7.3 5.5 0.3 3.9
粗礫分（19mm以上） 0.0 0.0 0.0 0.0

粒 中礫分（4.75～19mm） 4.6 3.4 3.9 4.0
度 細礫分（2～4.75mm） 3.8 6.9 4.8 3.3
組 粗砂分（0.850～2mm） 13.5 9.7 20.5 11.1
成 中砂分（0.250～0.850mm） 42.2 29.5 47.0 44.5

（％） 細砂分（0.075～0.250mm） 20.0 31.7 20.9 24.3
シルト分（0.005～0.075mm） 6.1 9.8 0.4 2.5
粘土分（0.005mm以下） 9.8 9.0 2.5 10.3

採取深度は表層～深さ約15㎝までとした（根拠は定性生物が多く生息していると考えられるため）

還元層は観測していない

臭気

泡瀬海域

酸化還元電位（ｍV）

ＣＯＤ（ｍｇ／ｇ dry）

調査項目

現
場
観
測

分
析
項
目

時間

泥温（℃）

泥色
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泡瀬３丁目

泡瀬２丁目

泡瀬１丁目
泡
瀬
４
丁
目高 原

６丁目

比屋根
２丁目

比屋根
３丁目

高原５丁目

高原７丁目

比屋根
１丁目

比屋根
４丁目

高原４丁目

字高原

字比屋根

高原３丁目

高原１丁目

高原２丁目

胡 屋
７丁目

安慶田
５丁目

胡屋６丁目
字大里

海 邦
１丁目

泡瀬５丁目

字比屋根

字与儀
字泡瀬

字泡瀬

400m0
200

N

Ｎ地点

堆 積 し た 砂 に よ り 、 干 潟 と の 水
交 換 が 少 な い

C O D 7 . 3 ㎎ / ｇ
O R P - 4 0 3 ｍV

底質結果概要

：海岸域底質
泡瀬海岸域の 粒度組成は 粗砂～ 細砂分で構成されてい た。
CO Dは 砂の 堆積によ り閉鎖的な状況となってい る S t -N地点で
7 . 3㎎/ｇｄｒｙと最も高く、比屋根湿地前面干潟St -P 地点では
5 . 5㎎/ｇｄｒｙとなってい る 。また、生活雑排水の 流出が見られる
St -R地点は 3 . 9㎎/ｇｄｒｙ、干潟へ 流出した澪筋St -Q 地点では
0 . 3㎎/ｇｄｒｙであり、含有有機分が減少してい る 状況であった。
酸化還元電位（O RP )につ い ては 全ての 地点につ い てマイナスを
示し、S t -Q を 除い ては 硫化水素臭が確認された。

Ｑ地点

Ｐ地点

図1-3　泡瀬地区海岸等の 底質の 状況

Ｒ地点

泡 瀬 第 一 雨 水 幹 線 出 口 で 、 生 活
雑 排 水 が 干 潟 へ 流 出 す る 。

C O D 3 . 9 ㎎ / ｇ
O R P - 3 6 2 ｍV

干 潮 時 に 泡 瀬 第 一 雨 水 幹 線 か ら
の 生 活 雑 排 水 が み お 筋 と な り
干 潟 へ 流 出 す る 。

比 屋 根 湿 地 前 面 干 潟 で 、 干 潮 時
に は 干 出 す る 。

C O D 5 . 5 ㎎ / ｇ
O R P - 4 2 6 ｍV

C O D 0 . 3 ㎎ / ｇ
O R P - 2 3 7 ｍV
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３．排水路流域　　　泡瀬2丁目、3丁目、4丁目

２．流末管形状　　　開渠排水路（けんちブロックの3面張り施工）

流末管形状調査票

５．管理者　　　　　　沖縄市下水道課

４．建設年月日　　　泡瀬土地区画整理事業　昭和６１年３月竣工

雨水排水路流域

流末管形状図

１．地点番号　　　　 Ｓｔ－Ｒ（泡瀬第一雨水幹線出口）

断面測定地点

3.38m

1
.9

7
m

2.18m

0.93m

0
.4

6
m

5.32m

(3)カルバー ト、水路形状調査
　水位・流速測定地点における断面積を把握するため泡瀬第一雨水幹線の横断面積測定を行った。

E.L=-1.17m
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